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Abstract 
To clarify how victims of sexual violence consulted and reported the assault to the police, interviews were conducted with 31 
survivors of sexual assault. Essential to survivors who reported the assault to the police and filed criminal proceedings were the 
determination and perseverance to report the crime, the willingness to express distress and receive support, and a strong sense of 
ethics and mission. We make the following suggestions to reduce the burden on victims who consult the police and file criminal 
proceedings. 1. Persons involved in handling criminal proceedings should take care not to cause secondary damage to the victim. 2. 
Persons who the victim consult should not impose incorrect information or his/her opinion on the victim. Appropriate information 
should be provided to the victim to support the victim's self-decision. 3. Information should be widely disseminated about what 
sexual violence is, what can be done after the assault (for recovery), and support organizations. 
キーワード：被害当事者、性暴力、ナラティブ、被害の申告




査」という名称で「国際犯罪被害実態調査（ICVS:International Crime Victims Survery）」に沿った
調査を数年ごとに行っており、これは暗数調査と呼ばれる。暗数とは、実際に起こった犯罪発生件数
に対し、捜査当局も把握できずに潜在化している犯罪の実数をいう。平成 24 年(2012 年)に行われた
第 4 回暗数調査は、無作為抽出による郵送調査で、対象者は 16 歳以上の男女 4,000 人である（回答者
2,156 人、回答率 53.9％）。このうち過去 5 年間に「性的事件」にあった人は 1.3％（女性のみ 2.3％）



















る調査」は「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」（平成 13 年法律第 31 号）に
基づき、男女間における暴力対策の推進に資するため 3 年ごとに実施されている。二層化無作為抽出
法により成人男女 5000 人を対象にした郵送留置訪問回収法２）で、代表性が高く、回収率も高いのが







成 29 年度から男女ともになされており、データの集積が待たれるところである。 
女性の被害経験をみると、「無理やり性交を強いられた経験」があると答えた女性は平成 29 年度調
査 7.8％、平成 26 年度調査 6.5％、平成 23 年度調査 7.7％、平成 20 年度調査 7.3％、平成 17 年度調
査 7.2％となっており、一貫して被害者が約 7～8％存在する（なお、平成 29 年度からは男性にも回答
を求めており、1.5％の男性が「無理やり性交を強いられた経験」があると答えている。）。被害経験あ
りとした人の 70.2％が生活上の変化があったと返答している。内訳は、被害を受けたときの感覚がよ
みがえる 23.4％、異性と会うのが怖くなった 18.4％、夜眠れなくなった 17.0％、誰のことも信じら




















































 本研究では、「望まない性交」を経験した 20 歳以上の女性に協力を求めた。被害経験を尋ねるイン










者に対して、個別にメールを用いて日程調整を行い、後日インタビュー調査を実施した。2018 年 5 月
1 日から 2018 年 11 月 30 日までの間に 31 名（20 歳から 66 歳）の女性がインタビューに参加した。研
究協力者 31 名の被害件数 41 件の内訳を表 1 に示す。 
 
                表 1 研究協力者及び被害件数 
  
人数/件数 
報告された性暴力被害件数  41 件 
  18 歳以前の被害 22 件 
  13 歳以前の被害 8 件 
加害者との関係  
  見知らぬ人 11 件 
  顔見知り  
    親あるいは親族 7 件 
    パートナー 5 件 
    その他（教師や上司、友人等） 18 件 
被害認識形成までの期間  
  被害直後（1 日以内） 6 件 
  1 年以内 8 件 
  5 年以内 9 件 
  5 年以上 13 件 
  被害だと思いきれない 4 件 
 不明 1 件 
 
２．データ収集及び分析 









傾聴、調査者の二次受傷に関する）を計 5 日間実施した。 
























被害当事者 31 人の被害内容は合計 42 件であり、そのうち自分の被害を通報したり誰かに伝えたも












 表 2 に当事者が被害を伝えた相手(内訳)を示した。相談先として最も多く上がったのは、医療機関
の医師や相談機関のカウンセラーといった専門家(31 件)であった。これは被害の影響が長期化に及ぶ






















































子ども 1 弁護士 8 











仲間 3 当事者団体 3 






会社・上司 4 男女共同参画 1 
学校 7 
大学の先輩・OB 4 DV シェルター 1 
学校・大学 3 子育て支援団体 1 
その他 5 居合わせた人・住民 5 児童相談所 1 















例が 5 件、被害届を提出した 5 件のうち、犯人逮捕に至っていない例が 1 件、被疑者は特定されたが
起訴されなかったもの 3 件、刑事手続きが進み裁判で有罪が確定した例が 2 件であった。また、 そも
そも警察に相談しなかったと語った例は 32 件であった。 








































































A17 は A 弁護士と 警察署に出向き告訴状を提出した（注：当時は強姦（未遂）罪は親告罪だったた
め、被害届に加えて告訴状が必要だった）。犯人逮捕後、A17 は検察庁に呼ばれて、検事による事情聴
取を受けた。大抵の事案では、被害者への事情聴取は 1 回で終わることが多いが、この例では平日の







































































































































































































































最寄りの警察署に電話をかけた。この時、事件から 10 年の歳月が経過しようとしていた。 
 
ぎりぎり（警察に）伝わったのがやっと 10 年たってみたいな感じなんだけど、一番最後の行為か














 実は A5 は先の事件とは別に、外国籍の男性からレイプ被害に遭ったことがあった。当時は警察に届
け出ずに終わったが、数か月後、加害男性が別の事件で逮捕されたことを知った。しかし、A5 が自分






























































A21 は 20 代の頃、知人であった民間団体の主催者から呼び出され、1 日軟禁され、レイプ被害に遭っ
た。後日、レイプ被害者の支援団体から紹介された弁護士に相談するも、起訴も民事訴訟も難しいと
説明され、弁護士がいうのだからそうなのだと警察に行くのを諦めた。 









































































































































































































 A1 の事件は、自宅に侵入した見知らぬ者によるレイプ被害であり、A14 は会社の出張時のホテルで
襲われたもので、被害の最中に別の同僚が止めに入ったためレイプ未遂となったものである。これら









































































































































































































































平成 26年度調査 67.5％、平成 23 年度調査 67.9％、平成 20 年度調査 62.6％、平成 17 年度 64.0％である。 
４ ） ５ ） 刑 事 手 続 き の 説 明 で は 和 田 谷 （ 2017 ） 並 び に 法 務 省 ホ ー ム ペ ー ジ 犯 罪 被 害 者 の 方 々 へ
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